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品質保証新宣言

第二宣言

　当社は、創立以来「ご契約者第一主義」を掲げて事業を

営んできました。この経営理念の考え方は、創立以来一

世紀以上にわたって脈々と受け継がれてきた第一生命の

DNAともいえます。

自己資本の充実

　当社は、お客さまから信頼される会社であり続けるた

めには、強固な自己資本基盤をつくりあげていくことが

重要であると考えています。そこで、期間収益の確保に

努め、危険準備金や価格変動準備金等の内部留保を積み

上げるとともに、基金の追加募集や、生命保険会社の自

己資本として制度的に認められている劣後債務取入れに

よる補完的な資本の調達にも取り組んできました。

　今後は、株式会社化・上場の方針を踏まえ、リスク対

比で十分な自己資本を確保しつつ、資本効率も意識しな

がら、リスク資産の適切なコントロール、事業構造の見

直し、成長分野への資本投下、補完的資本調達手段の活

用等を行っていきます。　平成18年9月、創立105周年に発表した「品質保証新

宣言」は、この「ご契約者第一主義」を今一度見つめなお

し、何よりもお客さまを大切にする姿勢を改めて明文化

し宣言したものです。

安定性の高い資産運用

　平成20年度は、引き続き中長期の資産運用方針に基

づき、公社債や貸付といった確定利付資産中心の運用を

継続しました。また、長期・超長期の公社債を中心とした

責任準備金対応債券の積み増しを実施し、ALMの推進

および収益力の向上を図りました。平成20年度後半に入

り世界的な金融市場の混乱が深刻化しましたが、分散投

資による収益力向上を主眼に組み入れている国内株式や

外国証券等のリスク性資産については、市場動向に留意

しつつ、適切にリスクコントロールを行いました。

　当社は、引き続き公社債や貸付などの確定利付資産を

ポートフォリオの核としつつ、分散投資によるリスクコン

トロールと収益の安定性を重視した運用を継続します。

また、足元の市場動向に留意しつつ、リスクコントロー

ルの観点から慎重に残高をコントロールしていきます。

資産の状況（一般勘定）
　当社は、生命保険契約の持つ負債特性を考慮し、長期

にわたる年金や保険金・給付金を安定的にお支払いするこ

とを主眼として、ALM※（資産・負債総合管理）に基づく

確定利付資産を中心とした運用を行っています。

　また、経営の健全性を十分に確保した上で、許容でき

るリスクの範囲で株式や外国証券を保有することで、有

※  ALM：Asset Liability Management
　 負債（保険契約）の特性に見合った資産を維持して将来の保険金などの支
払いに備えるために、負債の金利変動リスクを定量的に把握し、そのリ
スク特性に適合した資産運用を実施することをいいます。
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  当社のあゆみ

品質保証新宣言

運用プロセス

CHECK

運用成果の確認と
運用リスクの管理

DO

運用の実行

PLAN

負債特性に応じた
資産運用方針の
企画・立案

ACTION

運用成果およびリスクに関する
情報・分析のフィードバック、改善

  資産運用の基本的な考え方とプロセス

利な資産運用にも努めています。加えて、きめ細かなリ

スク管理体制により、リスクのモニタリングと運用効率

向上の両立を図っています。

　当社の資産運用プロセスでは、運用成果とリスクに関

する情報のフィードバックを通じ適宜分析と検証が加え

られます。また、商品事業部門と連携し、常に負債情報

を反映し、ALM運用を徹底する仕組みとなっています。

  資産の状況

  今後の資産運用方針

お客さまとの絆

当社が創立以来受け継いできた「ご契約者第一主義」の経営理念を追求し、
お客さまから最も支持される会社を目指します。

「ご契約者第一主義」の追求

お客さまとの絆

お客さまに安心して保険にご加入いただくため、さまざまな経営環境の変化にも対応できる
強固な財務基盤をつくりあげています。

強い財務基盤づくり

（平成20年度末）

国内株式 9.9%

その他 5.8%

公社債
43.7%

外国証券
20.5%

貸付金
14.7%

現預金・
コールローン 1.2%不動産

4.3%

第一宣言

平成19年度末 2兆128億円

平成20年度末 1兆6,524億円

自己資本

大正12年
関東大震災時には金融機
関に支払猶予令が出され
ましたが、ご契約者に迅
速な保険金支払いを行い、
信用を得ました。

明治35年
「ご契約者第一主義」を経
営理念に、日本で最初の
相互会社を創立しました。

平成4年
お客さまの声を集約し、
経営に反映させるために
「エコーシステム」を構築
しました。

昭和59年
お客さまの声を反映するた
めに、消費者モニターの皆
さまとの勉強会を開始しま
した。

平成18年
「品質保証新宣言」を発表
し、商品・サービスの品質
管理を徹底することをお
客さまに約束しました。

明治 大正 昭和 平成

昭和13年
お客さまの大切な契約書
類などを絶対安全に保管
することなどを目的に、本
社屋を完成させました。

平成13年
お客さま本位の経営が評
価され「日本経営品質賞」
を受賞しました。

平成9年
お客さま一人ひとりの生
活設計をともに考え、一
生涯の安心をお届けする
「生涯設計」コンセプトを
打ち出しました。

明治37・38年
創立当時に勃発した日露
戦争では、戦死者に対す
る保険金を一切の条件を
つけることなく全額支払
いました。

平成21年
「お客さま第一」を徹底追求
すべく、会社形態を相互会
社から株式会社に変更する
ことを決議しました。

これからの時代、一人ひとりの人生は
もっともっと多様化していきます。
それぞれの生涯に、いつでも、どこでも、いつまでも、
本当に必要とされる品質の高い商品やサービスを、
分かりやすく提案するために、第一生命は、
いちばん、人を考える会社になります。

最大のお客さま満足の創造

288,837
（億円）


